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Student Name

Shape your world

APU

Ritsumeikan
Asia Pacific University

Subject Name Confirmation Form

APU Student ID:

| confirm that the below subjects are the same:

Term Subject Offered Subject Name as Shown on Transcript | Subject Name as Shown on Syllabus
e.g. Fall 2014

Subject 1

Subject 2

Subject 3

Subject 4

Subject 5

Name of Student’s Host University:

Name of Professor or Student Exchange Coordinator:

Title:
Email address:

Signature

(To be completed by the Professor or Student Exchange Coordinator)

Date
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	(2) 単位認定の流れ
	留学中
	留学終了後
	(3) 単位認定見込申請 （ＬｉｍｅＳｕｒｖｅｙ）
	① 提出締切と方法
	単位認定見込申請は派遣先大学での履修セメスター毎に行います。当該セメスターに履修登録をした各科目のシラバスを添付し、サーベイより提出してください。
	＜提出締切り：通常学生＞
	＜提出締切り：２Q以降復帰学生＞
	（注1）締切日がオフィス閉室日の場合、翌開室日の16:30が提出締切となります。  （注2）不備・遅延がない場合。
	② シラバス提出時の注意事項
	③ 審査にかかる期間
	提出された単位認定見込書とシラバスをもとに、各学部および教学部がAPU での認定科目を審査します。派遣前に単位認定見込書を提出したとしても、履修登録までに結果を受け取れない可能性もあります。したがって、自分の興味や、APUの卒業要件に基づいて履修登録を行ってください。APU科目群の範囲内とみなせる程度の同等性がある教学的な内容が含まれている場合は、原則単位認定の対象となります。授業の内容や、ビジネス認証の有無によっては、専門教育科目分野ではなく、共通教養科目分野や言語教育科目分野として認定されます。
	(4) 単位認定科目名称
	（6）再審査申請　(8ページ参照)
	再審査申請を行う場合は、単位認定見込結果受理した日の翌日を起算日として7日後の16：30までに申請する必要があります。
	再審査 A：専門教育科目分野もしくは特修科目での認定を希望する場合
	再審査Aのチェックボックスから該当するものをひとつ選び、その詳細理由を記入し、当該科目のシラバスと併せて再審査願を提出してください。
	再審査 B：科目名認定を希望する場合
	再審査Aの欄には何も記入しないでください。単位認定を希望するAPUの科目名および詳細理由を再審査Bの該当箇所に記入し、派遣先大学のシラバスに加え、認定を希望するAPUの科目のシラバスと併せて再審査願を提出してください。
	再審査の結果、変更が認められない場合もあります。
	③ 未修得のAPM必修科目はAPU復学時の履修登録で自動登録されます。　したがって、APM必修科目に相当する科目を派遣先大学で履修し、科目名認定での単位認定が予定されている場合は、当該科目を自身の責任で削除するようにしてください。
	（7）最終単位認定申請
	①  最終単位認定申請前に提出が必要な書類の提出
	アカデミック・オフィスのウェブサイトよりアクセスもしくはダウンロードし、LimeSurveｙもしくはFormsより提出してください。
	□ 交換留学生報告書　1セメスター目
	□ 交換留学生報告書　2セメスター目 (1年留学の学生のみ)
	□ 交換留学生帰国報告書
	□ 留学終了届
	□ 交換留学プレゼンテーション　パワーポイント
	＜提出締切＞
	復帰セメスターにおける開講初日16:30（２Q以降復帰の場合には２Q授業開始日）
	② 　派遣先大学成績証明書の原本の到着
	＜注意事項＞留学終了前に、派遣先大学に以下の宛先へ成績証明書の原本の郵送を依頼してください。
	Student Exchange Team (outbound)
	Academic Office, Ritsumeikan Asia Pacific University
	1-1 Jumonjibaru, Beppu, Oita 874-8577 Japan
	単位認定には原則成績表の原本が必要です。原本を郵送してもらえるよう派遣先大学に依頼してください。成績表が届いたらアカデミック・オフィスより到着の連絡および、提出書類の確認を行います。派遣先大学が紙媒体の成績表発行をしない場合は、その旨アカデミック・オフィスにメールで報告してください。
	既に紙媒体の成績表を発行しないことが決定している大学は以下の通りです。
	Singapore Management University (Singapore)
	Neoma Business School (France)
	Rennes School of Business (France)
	Ca' Foscari University of Venice (Italy)
	University of Bergen (Norway)
	Kozminski University (Poland)
	IE University (Spain)
	University of Alicante (Spain)
	上記大学に留学する学生は、派遣先担当者からAPU宛に直接成績表をメールで送付してもらえるよう依頼してください。上記大学以外でも、派遣先担当者が直接アカデミック・オフィス宛に成績表が送付可能な場合は、紙媒体ではなく、PDF版の成績表を受理します。学生がアカデミック・オフィスに成績表を提出する場合は、紙媒体のみ受理します。PDF版は受理できません。
	③ 単位認定願(LimeSurvey)
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